本学学生の貧血検査（調査報告） by 岩田 善輔 et al.
本学学生の貧血検査（調査報告）
著者 岩田 善輔, 遠藤 煥, 柳谷 千恵子, 秋田谷 幸
雑誌名 北海道女子短期大学研究紀要
巻 31
ページ 233
発行年 1995
URL http://id.nii.ac.jp/1136/00001570/
北海道女子短期大学紀要第31号
Journal of Hokkaido Women’s College No. 31 
平成7年12月
December, 1995 
本学学生の貧血検査（調査報告）
Study of Anemia of Our Women College Students 
岩田善輔 遠藤 燥
Zensuke IWATA Ak1ra ENDO 
柳 谷千恵子 秋田谷
?
Chieko YANAGIYA Miyuki AKITA YA 
I はじめに
4月の定期健康診断時に貧血者が多く指摘されたことを契機として，平成7年度入学生全員
を対象に貧血検査を行ったので， その実態について報告する。
E 対象と方法
検査は5月中旬に実施し，対象者は平成7年度本学入学生949名で，その内931名が受験し受
験率は98.1%であった。
検査方法は静脈採血で行い，赤血球数，白血球数，ヘモグロビン量，ヘマトクリット値の測
定を行った。貧血の判定基準は WHOの基準値に従い，ヘモグロビン量12g I dQ未満とした。
皿結 果
貧血者のうちヘモグロビン量11.0g /dQ以下の者を要精検者とし， 11.9g /dQ以下の者は要注
意者とした。結果は表1に示すように，受検者931名中，要精検者は32名で全体の3.4%で，要
注意者は84名で全体の9.0%であり，両者を合わせると全体では12.4%であった。 また，受検
者数の内訳は各科 ・コース別にも割合を示した。検査結果は学生全員に個人データを渡したが，
要精検者に対しては医療
表1 貧血検査の受検者数と結果 （）内%
機関で精密検査を受ける
よう指示し，検査結果を
同封した医師宛の依頼書
を持たせ，その結果を保
健センターへ提出するよ
う指導した。その結果，
現在のところ32名中5名
はまだ提出されていない
が，ほとんどの者が鉄欠
科・ コース 受検者数 要精検者数 要注意者数
服飾美術コース 143 4 (2.8) 21 (14. 7) 
家庭科学コース 127 5 (3.9) 7 ( 5.) 
工芸美術科 91 3 (3.3) 3 ( 3.) 
体育コース 156 6 (3.8) 11 ( 7.1) 
養護教諭コース 159 1 (0.6) 16 (10.0) 
初等教育学科 99 6 (6.1) 14 (14.1) 
経営情報学科 156 7 (4.5) 12 ( 7. 7)
1仁i、 計 931 32 (3.4) 84 ( 9.0) 
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乏性貧血と診断され鉄剤の内服治療を受けるよう指示を受けている。要注意者および要精検者
に対しでも全員に表2のような貧血予防のための日常生活の方法，今回は主に食事についてプ
リントにして個人データーの説明の時に渡し指導を行った。
表2 貧血予防のための配布プリント
貧血検査の結果，要精検 ・要注意のみなさんへ
〈自分の健康を自分のものとしてとらえ，自分のからだのことを知り健康な生活を送れる為の，
参考にして下さい。〉
貧血と蛋白質の関係
人体構成成分の約65パーセントは水分ですが，残りの固形物の約60パーセントは蛋白質です。
このことからも，蛋白質が生命を維持して行く うえで，いかに大切な栄養素であるかが分かりま
す。
ですから，蛋白質の摂取が不足すると，からだに蓄えられている体蛋白が使われ， ついで血液
中の蛋白質治宝使われ特に，血液中のアルブミンが減少し，血液成分が増加します。
そのため，血液がうすく なって貧血が起こりやすくなるのです。
貧血にならないまでも，体蛋白が欠乏するということは，各臓器の材料となっている蛋白質が
失われるわけですから，当然』蔵器の機能も衰え，からだがだるくなったり， 疲労しやすくなり ま
す。こうした状態を放置しますと，抵抗力が弱ま り，貧血が強まり，肝臓にも障害が起きてきま
すので注意しましょう。
。正しい食習慣を身につけましょう。
1日3回の規則正しい食事をとることは，どんな場合にも守ってほしい食事の基本ですが， 貧
血を伴うときは，特に大切なことです。欠食，偏食を避け，バランスのとれた正しい食習慣を身
につけましょう。
。主として蛋白質源となる食品を選びましょう。
蛋白価が高く，鉄の含有量の多い食品を選ぶと良いでしょう。
例） 卵類鶏レバー豚レバー 牛レバー ウイ ンナーソーセージ 等の肉類
さんままぐろ いわし あじかっおきけ 等の魚介類
だいず いんげんまめ みそ豆腐納豆厚あげ 等の豆類
チーズ牛乳ヨーグルト 等の乳類
町自分の健康は，自分でまもるものです。官
元気な時には，「健康jというものが，どんなに大切なことであるか気づかないこともあると
思いますが，病気になってからでは遅いのです。
もっと自分自身のからだのことを知り， 健康で元気な生活を送ることができるように自分の食
生活に関心を持ち， 規則正しい生活を心掛けましょう。
からだが元気だと，心も， 気持ちも， よりイキイキしてくることと思います。
なにか相談があれば， 気軽に保健センタ まーで来て下さい。
保健センター
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N ま と め
本学の入学生を対象に貧血検査を行い，ヘモグロビン量ll.9g/d.e以下の貧血者を931名中116
名（12.4%）みとめた。要精検者の中には，高校時代から貧血の指摘を受けていた者もあり，
継続して治療を受けている者もあれば，そのまま短大に入学し放置している状態の者もいた。
今回の検査ではヘモグロビン量8.8g ld.eの者もいて驚かされだが，今後，貧血に関係すると考
えられる生活様式や月経との関係などについても調査する必要があると思われた。今後も貧血
者の減少に努力していきたいと考えている。
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